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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第70期

第１四半期連結
累計期間

第71期
第１四半期連結
累計期間

第70期

会計期間
自　平成23年　４月１日
至　平成23年　６月30日

自　平成24年　４月１日
至　平成24年　６月30日

自　平成23年　４月１日
至　平成24年　３月31日

 売上高　　　　　　 　 （百万円） 12,104 12,093 48,484

経常利益　　　　　    （百万円） 912 905 2,843

四半期（当期）純利益　（百万円） 764 660 1,452

四半期包括利益又は
包括利益　　　　　    （百万円）

1,024 1,360 1,327

純資産額　　　　　    （百万円） 32,679 33,988 32,790

総資産額　　　　　    （百万円） 49,071 50,512 49,419

１株当たり四半期
（当期）純利益金額　　    （円）

61.27 52.96 114.10

潜在株式調整後
１株当たり四半期　　　    （円）
（当期）純利益金額

― ― ―

自己資本比率　　　　　    （％） 59.9 60.2 59.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

（１） 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を背景に、景気回復の

兆しがあったものの一部の産業に好影響を与えるにとどまり、全般的な景気回復には至りませんでした。

また、欧州における債務危機問題は、欧州経済の停滞や為替の円高進行等、わが国の輸出産業低迷などに

影響を与え、厳しい経済環境が続きました。一方で、アジア地域におきましては、中国では、欧州経済の減

退による輸出の後退など、景気の減速はあるものの、全体として高成長率を続けております。その他アジ

ア地域においても総じて堅調に推移しました。　

印刷インキの需要先であります印刷業界におきまして、日本市場では、経済の低迷により、依然として

厳しい状況にあります。また、中国をはじめとしたその他アジア地域の市場におきましては、堅調な経済

成長に支えられ、総じて順調に推移しました。また、特殊ＵＶインキが関係する液晶ディスプレイ関連市

場は、モバイル端末分野では拡大しているものの、全体としては需要の低迷から厳しい状況となっており

ます。　

このような経営環境の中で、当社グループの経営理念でありますＴ＆Ｋ(Technology and Kindness＝

技術と真心)の精神に則り、お客様の立場に立った製品の開発・生産に注力するとともに、きめ細かい

サービスの提供に努めました。

この結果、当第１四半期の当連結累計期間の売上高は120億93百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益

は８億23百万円（前年同期比0.8％減）、経常利益は９億５百万円（0.7％減）、四半期純利益におきまし

ては、インドネシアの合弁会社、株式会社チマニートオカの外貨建て債務の評価替えの為替差益１億円

（前年同四半期は１億24百万円の為替差益）を計上したことにより、６億60百万円（前年同期比13.6％

減）となりました。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。　

なお、セグメント別の売上高及び営業利益はセグメント間の内部取引消去前の金額によっております。

①　印刷インキ

売上高は120億91百万円（前年同期比0.1％減）、セグメント利益（営業利益）は８億18百万円（前

年同期比1.1％減）となりました。

②　その他

売上高は13百万円（前年同期比0.0％増）、セグメント利益（営業利益）は３百万円（前年同期比

265.8％増）となりました。　

　
（２） 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産については、前連結会計年度末に比べて10億92百万円増

加し、505億12百万円となりました。これは前連結会計年度末に比べて現金及び預金が９億20百万円増加

したこと、建設仮勘定（有形固定資産その他）が４億８百万円増加したこと、有価証券が３億円減少した

ことが主な要因であります。　

負債については、前連結会計年度末に比べて１億５百万円減少し、165億23百万円となりました。これは

前連結会計年度末に比べて未払費用（流動負債その他）が６億５百万円増加したこと、未払法人税等が

２億56百万円減少したこと、引当金が４億47百万円減少したことが主な要因であります。

純資産については、前連結会計年度末に比べて11億98百万円増加し、339億88百万円となりました。これ

は前連結会計年度末に比べて利益剰余金が４億98百万円増加したこと、為替換算調整勘定が４億61百万

円増加したことが主な要因であります。

　
（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　
（４） 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、２億92百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,506,170 12,506,170
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数100株

計 12,506,170 12,506,170 ― ―

 

　

（２） 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

（４） 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

（５） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 12,506,170 ― 2,060 ― 2,052

　

（６） 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７） 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿

による記載をしております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式       28,600― ―

完全議決権株式（その他）  普通株式   12,459,800 124,598 ―

単元未満株式  普通株式       17,770― ―

発行済株式総数 12,506,170 ― ―

総株主の議決権 ― 124,598 ―

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500 株（議決権の数５個）含まれて

おります。また、「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、80株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社Ｔ＆ＫＴＯＫＡ 東京都板橋区泉町20-４ 28,600― 28,600 0.23

計 ― 28,600― 28,600 0.23

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１

日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,563 5,484

受取手形及び売掛金 ※1
 17,417

※1
 17,384

有価証券 398 98

商品及び製品 3,741 3,553

仕掛品 442 401

原材料及び貯蔵品 2,070 2,178

その他 693 786

貸倒引当金 △136 △108

流動資産合計 29,190 29,779

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,719 15,089

機械装置及び運搬具 14,805 15,087

土地 6,184 6,244

その他 4,456 4,950

減価償却累計額 △23,237 △23,914

有形固定資産合計 16,928 17,458

無形固定資産 245 252

投資その他の資産

投資有価証券 2,140 2,033

その他 978 1,039

貸倒引当金 △63 △51

投資その他の資産合計 3,055 3,022

固定資産合計 20,229 20,732

資産合計 49,419 50,512
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 7,971

※1
 7,964

電子記録債務 2,125 2,203

短期借入金 1,763 1,535

1年内返済予定の長期借入金 15 14

1年内償還予定の社債 7 7

未払法人税等 475 219

引当金 782 335

その他 1,345 2,057

流動負債合計 14,486 14,337

固定負債

社債 43 43

長期借入金 31 23

退職給付引当金 1,106 1,152

その他の引当金 149 154

資産除去債務 103 103

負ののれん 158 143

その他 549 565

固定負債合計 2,142 2,186

負債合計 16,628 16,523

純資産の部

株主資本

資本金 2,060 2,060

資本剰余金 2,059 2,059

利益剰余金 29,034 29,533

自己株式 △49 △49

株主資本合計 33,105 33,603

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 181 118

為替換算調整勘定 △3,789 △3,327

その他の包括利益累計額合計 △3,607 △3,208

少数株主持分 3,292 3,593

純資産合計 32,790 33,988

負債純資産合計 49,419 50,512
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 12,104 12,093

売上原価 9,530 9,448

売上総利益 2,573 2,644

販売費及び一般管理費 1,743 1,820

営業利益 830 823

営業外収益

受取利息 27 22

受取配当金 38 26

持分法による投資利益 6 －

負ののれん償却額 14 14

貸倒引当金戻入額 － 26

その他 19 29

営業外収益合計 106 118

営業外費用

支払利息 8 11

為替差損 7 －

投資有価証券評価損 － 14

その他 8 11

営業外費用合計 24 36

経常利益 912 905

特別利益

固定資産売却益 3 4

為替差益 124 100

その他 0 －

特別利益合計 128 104

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 1 9

その他 9 1

特別損失合計 11 11

税金等調整前四半期純利益 1,028 998

法人税等合計 273 243

少数株主損益調整前四半期純利益 755 755

少数株主利益又は少数株主損失（△） △9 94

四半期純利益 764 660
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 755 755

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △34 △62

為替換算調整勘定 304 664

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 4

その他の包括利益合計 269 605

四半期包括利益 1,024 1,360

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 966 1,059

少数株主に係る四半期包括利益 58 300
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日　至  平成24年６月30日）

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日　至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。これによる損益

に与える影響は軽微です。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日　至  平成24年６月30日)

税金費用の計算   当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第１四半期連結会計期

間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　

　※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって処理しておりま
　　　す。
　　　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間
　　　末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

　受取手形
　支払手形

345百万円
  1百万円

304百万円
  2百万円

　

　　２．受取手形裏書譲渡高 

　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形裏書譲渡高    162百万円    171百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　  　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。
　　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む　　　　
　　。）、のれんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　  至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

　減価償却費
　のれんの償却額
　負ののれんの償却額

523百万円
  1百万円
△14百万円

482百万円
 －百万円
△14百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年６月30日）

　配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 162 13平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日  至平成24年６月30日）

　配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日
定時株主総会

普通株式 162 13平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　
　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日　至  平成23年６月30日）

　

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
印刷インキ

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,102 1 12,104

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

　 11 11

計 12,102 13 12,116

セグメント利益 827 0 828

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生命・

損害保険代理業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 827

「その他」の区分の利益 0

セグメント間取引消去 2

四半期連結損益計算書の営業利益 830

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日　至  平成24年６月30日）

　

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
印刷インキ

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,091 1 12,093

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

　 11 11

計 12,091 13 12,105

セグメント利益 818 3 821

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生命・

損害保険代理業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 818

「その他」の区分の利益 3

セグメント間取引消去 2

四半期連結損益計算書の営業利益 823

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
  至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
  至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額（円） 61.27 52.96

（算定上の基礎） 　 　

　四半期純利益金額（百万円） 764 660

　普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 764 660

　普通株式の期中平均株式数（株） 12,477,627 12,477,553

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成24年８月10日

株式会社　Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    関谷　靖夫    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    寶野　裕昭    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平
成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ及び連結子会社の平
成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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